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昭
和
５９
年
度
、
耐
名
参
加
の
下
開
催
さ
れ

た
０
８
会
も
今
年
で
§
回
目
を
迎
え
た
。
ロ

を
重
ね
る
薔
に
参
加
者
の
数
も
減
り
、　
一
昨

年
の
４
回
日
は
４７
名
だ
つ
た
０
今
回
は
何
と

が
そ
れ
を
上
回
る
“
名
で
落
着
し
た
。
し
か

し
乍
ら
、
参
加
音
年
代
別
で
か
な
り
変
動
ガ

あ
り
、
前
回
９
期
迄
で
″
％
を
占
め
た
の
に

対
し
今
回
は
同
ｙ
％
と
若
返
っ
た
。
当
日
は

３
時
よ
り
総
会
、
４
時
半
よ
り
８
時
ま
で
懇

親
会
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ス
タ
ー
ト
。
参

加
者
に
は
式
次
第
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
細
く

記
載
し
た
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
ガ
配
ら
れ
た
。
総

会
は
２４
期
の
北
島
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
違
行
。

Ｏ
Ｂ
会
に
と
っ
て
唯

一
真
面
目
な
こ
の
舞

台
上
の
大
役
に
初
の
若
壬
国
会
音
き
薔
ス

緊

張
の
糸
も
優
し
く
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
あ
兄
さ

ん
Ｏ
Ｂ
違
の
愛
情
に
支
え
ら
れ
て
滞
り
な
く

終
了
。
さ
て
あ
待
ち
ガ
ね
の
悪
親
会
だ
が
、
△フ

回
は
座
席
ガ
バ
ラ
バ
ラ
。
こ
々
に
配
ら
れ
た

バ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
表
示
し
た
席
Ｃ
座
る
と
い

う
融
回
。
例
年
の
自
己
紹
介
は
省
略
し
た
が
、

隣
人
、
向
い
通
し
で
互
い
に
自
己
紹
介
。

現

が
あ
れ
ば
年
の
差
な
ん
て
」
と
い
う
具
合

い
で
な
ご
や
か
に
酒
を
交
わ
０
光
景
は
美
し

い
。
懇
親
会
の
イ
ベ
ン
ト
は
ま
す
冽
用
の
北

島
さ
ん
に
よ
る

「
ギ
タ
ー
に
関
通
し
た
ク
イ

ズ
大
会
」。ギ
タ
ー
カ
ら
は
す
っ
か
り
違
ざ
か

っ
た
Ｏ
Ｂ
に
と
っ
て
は
き
び
し
い
問
題
ガ
適

譴

Ｙ
Ｅ
ｓ

Ｎ
ｏ
で
不
正
解
音
を
削
除
し

て
い
く
の
だ
ガ
正
解
者
が
少
な
０
き
る
の

に
出
■
者
も
唖
然
。
８
人
の
正
解
者
に
用

意
し
た
費
畠
も
さ
ば
け
ず
敗
音
復
汚
戦
に

至
る
■
茉
一
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
大
文
夫
？

今
回
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
。
懇
親
会
司
会
の
”
期
の
勝
山
さ
ん
は

Ｏ
Ｂ
会
初
参
加
だ
が
、
素
晴
し
い
ノ
リ
で

０
電
場
を
爆
実
の
渦
に
巻
き
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
彼
の
達
行
の
も
と
出
席
者
全
員
は
ビ

ン
ゴ
ケ
ー
ム
に
ひ
た
す
ら
没
頭
し
、
歓
声

と
嘆
声
ガ
飛
び
交
う
。
景
畠
は
空
く
じ
な

し
て
早
く
到
達
し
た
人
か
ら
好
き
な
品
を

い
た
だ
け
る
と
い
う
も
の
。　
一
番
人
気
は

カ
シ
ス
ト
ー
ン
で
、
そ
の
逆
は
下
取
さ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
。
リ
ー
チ
の
力
か
っ
た
人

は
舞
台
側
へ
集
合
し
ビ
ン
ゴ
の
間
を
耳
に
、

展
示
さ
れ
て
い
う
景
品
群
を
目
に
、
■
に

真
剣
そ
の
も
の
。
今
回
月
意
さ
れ
た
景
品

は
健
康
サ
ン
ダ
ル
ヽ
方
艦
■
ヽ

カ
ラ
ー
リ

ン
ス
、
指
圧
薔
等
々
も
有
り
、ヤ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
向
け
の
そ
れ
と
は

一
風
変
わ
っ
て
い

た
。
最
後
の

一
人
に
奎
る
ま
で
ゲ
ー
ム
は

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
あ
力
げ
で
今
回
は
料

理
　
酒
類
の
消
化
■
は
ぐ
～
ん
と
控
え
目

と
な
っ
た
。
最
後
は
恒
例
の
学
欧
　
逍
謳

歌
を
１２
期
Ш
本
さ
ん
の
エ
ー
ル
に
よ
り
斉

唱
。
乗
り
に
乗
っ
た

一
夜
で
あ
っ
た
。

第5回 OB会 ご出席者こ芳名 傲 称嗜〉
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名倉 ●奏

臼丼 彰摩

“

6錮  上田 新平

西尾 保弘

曇   勉

山口 幸―

松山 杉繹

中稟 秋子

“

8" 中心

籠田

"9" 

椰生

高本

竹本

オ上

品カ

藤丼

細
'||

田中 直樹
中あ る0

●口 年嗜
小, ■蔵

丼上 工摩

■日 隆由

青木 敏躙
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乖

忍

嗣

淳

積

鰤

努

検

確
枷
恥
湊
綱
鶴
剌
軌
岬

享

博

隆

利

正
　
　
エ
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“
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〈経
過
報
告
〉

平
成
２
年
６
月
よ
り

，
０
８
会
「
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
本
ご

（委
員
長
　
１７
朗
　
森
姜
弘
氏
）が
発
足
ｔッ

以
来
８
回
に
及
●
■
ち
合
わ
せ
会
議
を
経
て
　
ヨ
時

会
場
等
が
次
の
通
つ
決
定
し
ま
し
た
。

一
、
日
時
／
平
成
５
年
３
月
ａ
日

日^
）

午
後
２
時
開
演
（１
時
００
分
開
場
）

一
、
場
所
／
吹
田
市
文
化
会
館

メ
イ
ン
ア
タ
ー
大
ホ
ー
ル

一
、
入
場
料
／
無
料

一
、
出
演
者
参
加
費
／
１
人
８
０
０
０
円

実
行
委
員
会
で
は
　
ま
す
コ
ン

，
―
卜ヽ
の
形
式

Ｏ
独
重
奏
の
み
　
０
独
重
奏

十
合
奏

（ア
ン
サ
ン
ブ

ル
）

に
つ
い
て
¨
詞
の
結
果
　
②
〓
決
定
し
ま
ｔ′

た
。
次
に
合
奏
出
演
者
を

一
般
公
募
す
る
に
当
た
り

合
奏
名
打
、
リ
ー
●
―
　
由
目
を
決
定
し
　
平
成
３

年
”
月
　
「
あ
る
ぺ
じ
心
第
６
〓
」
に
て

一
般
公
雰

に
至
つ
ま
し
た
。
公
雲
〆
切
後
に
　
学
年
幹
事
等
の

ご
助
力
を
得
て
　
出
演
者
総
数
１
２
６
名
と
　
ギ
タ

ー
部
始
ま
っ
て
以
来
の
大
規
模
Ｌ
な
り
ま
し
た
。

尚
　
∞
期

（現
４
□
生
）
ｔ
，
新
Ｏ
Ｂ
と
し
て
出
演

ｔ′
ま
す
●
　
Ｌ
辰
内
容
は
定
菫
終
了
後
に
検
討
す
る

こ
と
と
な
り
ま
０
．

薬
譜
Ｆ
成
は
平
成
４
，
１
月
よ
リ
ス
フ
ー

ト
し
　
同

５
月
に
，
■
テ
ー
プ
を
■
成
、
郵
●
し
ま
し
た
。

〈旗
上
げ
パ
ー
テ
ィ
〉

ラ
テ
ン
　
バ
Ｅ
ツ
フ
著
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
練
習
に

先
ガ
け
て

「
練
習
〓
広
や
ス
，
―
卜
時
期
・
に
つ
い

て
談
■
●
ヽ
く
悪
規
会
を
　
そ
れ
ぞ
―１
７
月
“
コ

８
月
２３
「
　
Ｆ
一
Ｆ

・
ｒ
於
て
催
け
ま
し
た
。

ま
ず
は

一
安
心
と
い
う
Ｌ
こ
ろ
。
練
習
は
４
特
∞
分

に
終
了
　
「
さ
あ
帰
ろ
う
」
と
い
う
人
は
記
も
い
ま
せ

ん
。
そ
う
　
反
省
会
９
ガ
始
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
こ

が
現
役
生
と
は
大
き
く
違
う
点
で
あ
り
ま
す
。

結
局
あ
開
き
し
た
頃
は
０
っ
か
り
皓
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

バ
ロ
ツ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
９
月
″
日
０
　
リ
ー
●

―
の
上
田
さ
ん
の
事
務
所
に
て
　
こ
ち
ら
は
ほ
ぼ
全

員
ガ
参
加
、
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。
演
奏
の
方
も
力

が
入
っ
て
い
て
、
明
日
に
で
も
本
番
Ｏ
Ｋ
？
と
い
う

出
来
映
え
。
こ
う
ら
も

一
日
日
に
し
て
は
大
変
い
い

出
来
で
あ
っ
た
の
に
何
故
が
、
長
省
会
ガ
あ
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
あ
好
き
で
す
０
ズ
。

大
合
奏
は
９
膚
″
日
０
　
懐
し
い
間
大
特
講
に
て
円

催
。
メ
ン
バ
ー
は
”
名
と
少
な
な
っ
た
の
で
，
が
、

ス
テ
ー
プ
の
上
で
指
揮
者
も
，
日
な
〓
書
を
振
り

さ
な
が
ら
本
番
の
様
な
光
景
。
写
●
一■
は
薔
‘
聴
け

な
い
の
が
残
念
と
い
う
０
　
，
い
で
ｔ
´
た
（
７
）
．

ポ
ピ
コ
一フ
ー
ア
ン
，
ン
，
ル
は
Ｔ
Ｆ
４
「
一曰
　
メ
ン

バ
ー
の
米
川
さ
ん
〓
Ｌ
て
円
控
．
含
＾
　
一ア
ン
コ
ン

ブ
ル
共
に
Π
時
期
に

一
首
ス
，
―
卜
し
ま

）
た
。

〈合
宿
も
や
り
ま
す
／
〉

ｇ
含
奏
　
ア
ン
●
ン
，
ル
は

一
言
ｒ
会
Ｌ
　
吉
〓
●

Ｆ
ｔ、
ま
す
。
時
期
　
，
所
■
は
］
〓
，
訂

‐ｌ
ｒ
●
●

本
番

一
～
二
，
自
垣
前
の
■
定
■
●
．

各
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
共
に
　
出
演
も
の
∞
％
が
参
加

自
己
紹
介
や
古
ば
な
し
に
た
が
咲
き
　
最
終
電
奎
ギ

リ
■
り
■
Ｃ
盛
り
上
が
り
よ

υ
た
。

カ
ン
パ
及
び
広
告
掲
載
の
お
願
い

カ^
ン
パ
〉

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
あ
た
っ
て
、
出
演
３
４
人
当
り

８
０
０
０
円

（夫
婦
参
加
者
は
４
人
５０
％
引
き
）
の

参
加
費
を
頂
き
ま
し
た
が
　
何
分
に
■
大
規
模
●
コ

ン
サ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
故
、
経
費
も
予
想
以
上
に
膨

張
し
会
員
の
自
様
の
こ
支
援
を
あ
願
い
０
る
次
第
で

，
．
金
額
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
協
力
を
あ
願

い
致
し
ま
０
。

左
記
泊
当
者
ま
で
邸
使
薔
留
に
て
あ
送
り
下
さ
い
。

林
　
湾
治
　
宛

〈バ
ン
フ
レ
ッ
ト
広
告
掲
載
〉

バ
ン
フ
レ
ツ
ト
発
行
に
伴
い
、
下
段
の
様
に
広
告
渇

戦
を
導
り
ま
す
。
ご
協
力
の
程
お
願
い
致
し
ま
り
。

お^
申
し
込
み
方
法
〉
広
告
の
大
き
さ
①
～
◎
を
明

記
し
て
　
原
稿
を
４
記
ま
で
あ
送
り
く
だ
さ
い
。

校
正
紙
と
広
告
代
払
込
み
用
紙
を
あ
送
り
し
ま
す
。

〈お
申
し
込
み
先
〉
高
本
　
健
児
　
宛

特
Ｅ

ン̈
テ
ン
ア
ン

リ
ン
，
ル
メ
ン
バ

ー
の
〓
り
具
合
い

は
恐
Ｌ
ｔｌ
も
の
で

早
く
ｔ
ス
テ
ー
ジ

衣
裳
の
話
　
合
宿

の
記
と
目
き
る
事

な
く
晴
れ
の
露
６

で
ラ
イ
ト
を
浴
び

る
日
が
行
●
通
し

い
と
い
っ
た
様
子
。

パ
ロ
ツ
フ
ア
ン
，

ン
ブ
ル
メ
ン
バ
ー
は
現
，
時
ヽ
　
指
●
者
　
ワ
ー
，

―
　
ソ
リ
ス
ト
（
ア
，
ン

ノ
ー
／
反
奏
者
３
人
含
こ
）
¨

こ
超
大
物
メ
ン
パ
Ｉ
Ｃ
　
〓
一ち
ら
は
悠
然
と
＝
え
‘

¨

あ
り
ま
し
た
が
　
双
万
人

「練
ど
は
早
く
し
た
い
・　
¨

と
い
つ
訳
で
　
約

一
ヶ
月
後
に
刷
始
こ
な
り
ま
し
た
。
¨

〈
練

習

ス

タ

ー

ト

〉
　

　

　

　

　

¨

腋
諄
は
　
ま
す
葉
り
の

い
い
，フ
テ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
が
　
９
口
６
日
０

に
Ｏ
Ｂ
媒
氏
の
会
社
を

借
り
で
ス
タ
ー
ト
．

Ю
名
が
，
加
　
栞
り
の

い
い
割
〓
■
ス
し
‘
り

で
■
タ
ー
を
中
い
て

こ
ん
な
彗
゛
は
―
―
と

い
う
人
も
，

・
，
ホ
つ
。

そ
れ
で
ｔ，
６
と
っ
た
０

と
や
う
で
■
３
円
省
の

練
賞
Ｆ
健
ｔ
は
　
格
好

ｔ
っ
い
て
さ
卜
し
ｒ
．

くバンフレット広告掲載)

=嚢 面
② 1/2

③ 1/4

④ l/8

01/6

(お願い)

170×260価

170X125111

170×60mm

80×60m面

40×60mm

¥20000

¥12,000

¥8 000

¥5000

¥3000

，
”

０

，

副

匡
階
匿

●

“

:秘は出来るだけ原寸サイズの 1下書きJ てお寄せ ヽさい.

n条 |:●ぉ寄せの場0 レイアクトは当方におlJせ ドさぃ。
口 fマ クヽは名Ⅲなど白地に■

"1さ

れたものをお願 いします

:001/1広 tiま名刺広告 (祝 Ol,コ ンサート =氏 名)も 大歓
: 迎です

大合薇ll日風影 (関大

"別

II菫 )

パロックアンサンフル輌上アバーテイ

①

②

③

0 0 0

:● 凸版代 よ不要です.



関西大学ギタークラブOB会
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平成 4年 10月現在

《第1回 OBコ ンサートプログラム ・出演者名〉凍奏順は未定です。

×出演者及びユエ奏山日は変ゎる場合があ ります。 ( )ヽ はり名で|

0ポビュラーアンサンフル(6名)リーグー」い 和メ21期)

{山 目,「 となつのトトロ|より となりのトトロのテーマ  峡 査の城 ラピュタJより君をのせて  「風の谷のナウシカ|より風の伝説
「紅の鷹Jより、時には昔の話を 「庫女の宅急便Jより、海の見える街

(11演著)(lst)|ヒ 島 和彦 (21) 島瀬 雅敏 (21)

(ad〉 米川 越明 (21) 岩Ⅲ 孝夫 (23)

(3rd)人 北 啓 (21)小 林 千晃 (23)

(パーカッション)

●ラテンアンサンフル〈24名)リーダ…高木 健児(レキント9可)

`曲

 曰}● と空、ベサメ ムープ, ある恋の物語り 花祭り

OH演

`)(卜

′ブG)西 ′

` 

保弘(6)

コンリート|:演=で 参加費を木だオj'払 い痰いていない方ti

早急にお支払い頂きます様お願い致し,サ

「ス込通知票Jを お持ちでない方は郵便局にて用紙を受け取

り、下記の加入者名、口座番号をご記入のL払込み 「さい。

加入者名 :関西大学ギタークラブOB会

口座番,:× 大阪×7 310454 ●頷 :Y8000

0バロツクアンサンフル (21名)|― グー |ロ

(由 日, 管弦楽蘊Ⅲ第2■ 1'短調より序11 ブーレ

(口:決者)(lst〉 ′、ル 戌 (4)西

“

 保弘 (6)
(2no)岩 丼 ヽ二 (2)宇 野 rJ夫 (5)
(3rd)山 口 ,一 (6) 中ヽ る0(9〉
(コントラバスギター)● 本 ■― (9)

式英 (5)●  勉(6)き

" 

真― (7) 頑,| 

“

(n)中 島 ろ0(0)山 口 勉 (4)

晃 (8)藤 L 米三 く8)長 谷川 容子 (17)本 lr・ 淳 (20)

供三(9) 家村 量 ―(12)山 本 直茨 (2)

(9) 篠□ 年嗜(10)掃 本 F明 (11)中 西 十 二(2)

新平 (フルート 6効 )

ボロネーズ メヌエット パディヌリ

富川 え― く7)坂 出 年■ (10) 11田 有美 (20)

中島 発 (8)● 兼 弘 〈1つ 椰谷 朋彦(10) ,とん ネ彦 (2)

高本 健児(9)浅 野 ―則(10) 谷本 陽男 (13)本 村 浩三 (19)

くlst〉 大■ ■ (3) 名査
0週 )臼 井 杉彦(5)中 島
(3rd)丼 ヒ 革 (9) 池原
(フルート)上 tn ,v(6)
(パーカッション)● 浦 饉一
(ベース)岩 ● 信彦(6)

(ベース)|り 1 理 〈13)  (チ ェンス0) 41■  ,(9)

●大合奏 「お父さんの晴れ舞台」(88名)"ロ オ |を本 ■―(9期)

(曲 8,ラ デツキーF進 山、纏山カルメンよりII■士の欧、ツルペーグの軟 女学生 (ワルドトイフェル) 乾杯 (長渕 "い

("`願者,(lSt),井  薔之 (4)河上 t夫 (5)井上 事 (9〉小初 豊茂 (10〉藤仄 巧 〈1の 田|' 諄志 く13)“ 本 秦久 (13)

IF口 伸―

“

(16)中 颯 寿■(17)大川 贅―(17)青木 均(16)安口 真水 19〉田中 ■之(19)人 木 基次(21)

●In 昭浩 (22)櫃オ "実 (24) 南口 大 (27)上 古代 英式 (28)米 国 =史 (28)三 宅 り,仲 (21〉

(2nd)古 田 高明 (12),木  敏明 (12)■ 日 隆由 (12)辻 ホ 恒― 〈13)昔 岡 ,(13)荒 薔 久t(13)遠 藤 厚 (16)

富地 工″〈16)青木 雰晨(16)木 村 摯子(19)高綺 笙代子(9)口 中 広美(20)大坪 月1朗 (20)浜辺 ■広 (")

戸田 均(21)秋野 tl史 (24〉前日 陽―(2)三 野 優 (28)ヒ 山 元繁 (2)三 木 裕紀子 く28)R川  千工 (29〉

(3,d)今 回 支恵 (4)藤野 灌男 (6〉盲岡 久人 (6)商 田 正和 〈6)大 家 洒■ (9)稲 生 哲夫 (0)岩岡 秀夫 (10)

小野 益建 (12)山本 亡次 (i2)岸 本 孝可 (13)辻本 飾子 (13)谷 末 陽場 (13)捕本 工抒 (15)

西上 に文 〈10栞  ―明 (10)浅 井 悦子 (19)佐 藤 li(2の 柿谷 格子(20)秋 野 住デ(24)福

'「

 博之(27)

田村 ―宏 (28)丼 上 格子 (28)西 原 舞 (29)

(4th)● 0 諄― (3)苦岡 正代 (5)中 束 秋子 (6)瀬 崎 睦夫 (6〉瀾口 俊久 (6)前 田 山美子(6)松本 暮二(8)

大家 美■子 (9)栞 林 由蜃 (12〉田■ 陽子 (13)水野 昭― (13)大 栗 美由紀 (13)オ ロ 鵞行 (14)

田村 美佐 (16)増 田 平入郎 (16)長谷川 容子 (17)前 田 tL● (19)力 眸す 隆― (10)福 富 克已 (20)

福井 秀子 (24)西 日 連浩 (28)お 上 資
"(28)11田

 ひろみ (29)

(ベース〉 山
" 
理 (13)

●数秦 (クラシック) 青木 朋幸 く11)―――――スペイン舞曲第5番 〈グラナ ドス)

●独奏 (タラシック) 坂田 年正 く16)一 ―――悲歌風幻想山 (ソル)

●ユ奏 (クラシック) 日付 比撓 〈

"〉

― ―――シャコンヌ (パッ′ヽ)
●二重奏 (クラシック) 森着 弘 〈17)、木村 浩=(19)、 稲谷 鵬彦 (19)一 一二重奏山 (グラエアーニ)

●教秦 (フラメンコ) 西山 tt央 〈26)―――― タランタ、ブレリア

●二重奏 (フラノンコ〉 浜近 由番利 (16)、 日本 克
‐
2〈 17)― ティエント

当コンサートのチラシ、入場事理券を同封しましたが、

追加ご入用の方は実行委員会のメンパーヘお申し,け 下さい.

実行委員会労折メンバー要実」業!
第 21・10Bコ ンサー ト開催 (会期 ・IF所未定)に 当たって、

実行委員会の新メンパーを募集致します。第 1回 日の反省を

ぶまえて、 1歩 進んだコンサートにしたいと思います。

希望者は実″委員会メンバーベお中し付け下さい。

―    |

事渕局晨 iJ期 6本 陽男

渉 外  0期 オ1]落 [

戻 出  16期 坂田年 F

[ 輸 0期 日本健児

会 計 1=期 租谷明彦

億痒彗 ●.期 l・不螢―

J―,- 6期 こ田新平

リーダー 24期 :`島 iDラ
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プ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
ギ
タ
ー第

４
期
　
　
日
丼
　
薔
之

，
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
か
ら
の
ギ
フ
ー
こ
の
付
き
合
い
は
、
証
●
●
モ

う
で
あ
る
よ
う
に
仕
事
に
　
人
間
関
係
に
神
経
を
使
い
　
仲
マ
思
う
よ
う
な

時
間
が
な
い
。
ま
し
て
家
庭
を
持
ち
　
子
供
の
教
育
に
追
わ
れ
る
年
代
で
は

な
お
さ
ら
ギ
タ
ー
を
忘
れ
て
し
よ
い
が
ち
で
あ
ろ
う
。
私
も
そ
の
う
ち
の

一

人
で
あ
る
が
　
た
だ
ギ
タ
ー
を
愛
す
る
気
持
は
い
つ
迄
●
変

っ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
女

弓
や
子
供
を
愛
け
る
よ
う
に
，
そ
こ
で
私
の
こ
れ
な
の
約
二
十
二

年
余
り
Ｃ
於
け
る
，
ラ
リ
ー
マ
ン
Ｌ
し
て
の
ギ
タ
ー
人
生
の
数
コ
マ
を
ふ
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
き
０
．

ま
ず
入
社
後
間
も
な
く
、
日
本
み
〓
ギ
タ
ー
を
中
い
て
い
る
見
Ｔ
ら
ぬ
先

輩
を
見
つ
け
規
し
く
な
っ
た
。
実
は

「
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ラ
ブ
」
ガ
あ
つ
て
帥

入
会
し
た
。
そ
れ
程
活
発
で
は
な
か
っ
た
ク
ラ
ブ
を
ギ
タ
ー
主
体
に
引
っ
張

り
廻
し
、^
本
社
か
ら
援
助
金
を
せ
し
め

台
宿
や
フ
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の

催
し
を
す
る
迄
は
良
か
っ
た
ガ
そ
の
後
は
台
官
と
い
っ
て
●
演
奏
会
な
ら
ぬ

宴
実
会
ば
か
り
で
音
楽
に
な
ら
０
そ
の
う
ち
転
勤
等
で
ク
ラ
ブ
ｔ
自
然
消
滅
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
経
●
、
ふ
と
し
た
知
人
の
解
介
で
先
の
先
輩
な
る
反
人

と
豊
中
市
の
あ
る

「ギ
ワ
ー
音
，
学
院
」
へ
武
者
修
業
と
ば
か
つ
に
入
円

ま
す
基
礎
か
ら
や
り
直
０
こ
と
二
～
三
年
続
け
た
。
そ
の
間
定
朗
演
奏
会
の

舞
台
で
デ
コ
エ
ツ
ト
ヽ
二
重
奏
に
も
出
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
後
又
転
勤
で
友
人
と
も
別
れ
、
文
十
年
，
り
自
分
で
奏
じ
む
だ
け
に

な
り
　
何
の
張
り
合
い
も
な
い
ま
ヽ
ギ
タ
ー
も
忘
れ
な
け
て
い
た
昨
年
の
秋

誰
ガ
企
画
し
て
く
れ
た
の
か

『門
人
■
タ
ー
ク
ラ
，
Ｏ
Ｂ
会
コ
ン
サ
ー

ト
ヽ

の
便
つ
が
あ
っ
た
。
胸
が
高
鳴
っ
た
ね
エ
ー
。
あ
の
若
い
血
潮
ガ
沸
さ
●
●

て
来
た
。
あ
つ
か
ま
し
く
４
■
の
パ
ー
ト
を
応
零
　
そ
れ
か
ら
半
年
後
奏
譜

と
デ
モ
テ
ー
プ
が
届
い
た
。
う
れ
し
か
っ
た
「
Ｉ
Ｉ
．
入
ツ
試
験
に
合
橋

υ

た
よ
う
な
気
持
　
早
速
譜
面
を
見
て
音
を
拾
っ
て
見
た
が
自
分
の
力
の
な
さ

Ｃ
ガ
ク
ゼ
ン
と
し
た
。
　
コ
リ
や
，
メ
だ
″
つ
い
て
行
け
な
い
　
「
あ
　
　
学

生
時
代
に
も
っ
と
貞
面
日
に
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
所
詮
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
は
練
習
す
る
時
間
が
な
い
」
そ
れ
で
も
時
々
デ
モ
テ
ー
プ
に
合
わ
●
て
み

る
と
　
あ
の
学
生
時
代
の
夏
の
競
山
高
原
や
‐ｊｌ
豆
島
で
の
合
宿
で
汗
ま
み
●

に
な
っ
て
指
の
痛
み
を
感
じ
た
嗅
が
よ
み
返
つ
て
来
る
よ
う
だ
。
た
と
´
０

Ｂ
会
コ
ン
，
―
卜
に
出
ら
れ
な
く
て
も
こ
の
楽
し
い
思
い
に
浸
せ
て
も
ら
っ

た
だ
け
で
も
幸
せ
な
気
持
で
す
。
最
後
に
Ｏ
Ｂ
会
コ
ン
，
―
―、
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

〈パXⅨ ススXX スXス 人力くKXズ ズ
'く
X六

COFFEE TIME
★ 10:001‖～6:00PH★

PUB T:ME
★ 5:00P‖～11:00Ⅲ★

MODERN
JAZZ

F ,、

二J狙

〈大 小 妻 会 承 り ま す 。)

■皓, まヽ■ _綺■ F日 を、早含、口 ,1,納ま

●■,==■ 効率li● 、―ステー′ヽ一テ

■ ,| フ・′‐ テ ■良,. , IE整 食壼

■
`●
■,日 「T,日 ,テ ス,口 ・1り,

D■ ―フ,●十一,1■11■■議 ■ ●|■ ―●

■康i= 出張′ヾ―″ 承ります

闘M菫二参
■千林本店      ■南本店
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金
沢
よ
り
近
況
報
告

私
は
流
な
星

第
５
期
　
　
正
来
　
宏
潤

ハ
月
東
日
午
後
八
時
頃
名
倉
氏
よ
り
電
話
が
あ
り

Ｏ
Ｂ
機
関
紙
に
投
稿
依
頼
を
受
け
、
か
っ
て
の
部
長

の
命
令
に
よ
り
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
答
え
た
も
の
の
何
を
書
い

て
よ
い
か
Ｐ
惑
う
０
日
で
あ
り
‘
し
た
。
当
時
の
部

員
は
先
輩
に
岩
丼
さ
ん
、
林
さ
ん
達
が
い
て
我
マ
の

同
期
に
は
名
倉
氏
　
山
本
氏
、
大
東
民
　
横
山
氏

塗
矢
氏
等
い
ま
し
た
　
当
時
定
演
を
前
に
し
た
豊
季

合
宿
は

一
年
の
時
紀
丼
和
歌
山
、
２
年
は
大
山
高
原
、

３
年
は
野
尻
湖
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
あ
り
ま
す
。
合

宿
の
最
後
に
独
奏
が
あ
り
上
っ
て
手
が
震
え
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
私
は
渉
内
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
文
化
会
の
会
合
等
に
出
席

（当
時
桂
三
枝
さ
ん
も

い
ま
し
た
ネ
）
し
た
り
、
練
習
場
の
確
保
と
い
っ
た

事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
卒
業
以
来
東
京
　
新
潟
と

勤
務
し
現
在
は
故
郷
の
金
沢
に
安
住
し
、
金
沢
信
用

金
庫
に
勤
務
し
て
あ
り
ま
す
。
最
近
の
金
融
の
自
由

に
の
荒
波
を
受
け
日
夜
営
業
マ
ン
と
し
て
努
力
し
て

あ
る
，
曰
こ
の
頃
で
す
。　
一
年
先
輩
の
八
島
さ
ん
（ギ

９
リ
ス
ト
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
）
は
長
津
信
用
金

庫
の
支
店
長
を
し
て
い
ら
つ
し
や
る
と
か
。
同
業
種

で
す
の
で
先
進
信
用
金
庫
の
業
務
状
況
を
同
い
た
い

も
の
で
す
。
〓
員
は
当
金
庫
の
創
立
八
十
周
年
記
念

と
し
て
社
員
の
慰
安
旅
行
で
６
月
に
グ
フ
ム
に
行
っ

た
ス
ナ
ツ
プ
写
真
で
０

（自
髪
ガ
ロ
立
っ
て
き
ま
し

た
）
。
当
地
で
は
ゴ
ル
フ
を
ワ
ン
ラ
ウ
ン
ド
行
っ
て

き
ま
し
た
。
新
婚
旅
行
も
グ
ア
ム
で
泊

っ
た
ホ
テ
ル

も
同
じ
第

一
ホ
テ
ル
と
偶
然
に
も
同
じ
場
所
で
思
い

も
よ
ら
ぬ
旅
行
を
し
て
き
ま
し
た
。
家
族
は
〓
と
中

３
の
長
女
、
中
４
の
次
女
の
中
で
女
に
い
じ
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
週
休
二
日
制
で
す
の
で
土
曜
日
は
時
マ

ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
い
ま
０
（腕
は
上
り
ま
せ
ん
）。
以

上
思
い
の
ま
ま
書
き
ま
し
た
が
今
後
Ｏ
Ｂ
会
ガ
益
マ

発
展

レ
遠
万
迄
機
関
紙
が
く
る
こ
Ｌ
を
願
い
、
筆
を

あ
き
ま
す
。

慰安旅行 グアムにて (左嬌が私です )

日
々
、
社
会
人
生
活
が
け
出
し
時
代
　
恵
那
の
重
苦

し
い
日
々
、　
一
旗
あ
げ
る
べ
く
東
京
へ
出
陣
し
た
上

第
――
用

　

青
木
　
朋
幸
　
　
京
時
代
、
厳
富
下
の
忍
耐
生
活
と
共
に
東
北
人
の
心

何
の
囚
果
が
、
私
は
西
宮
市
夙
―――
に
生
れ
て
以
来
　
　
の
暖
か
さ
と
素
朴
性
を
発
見
し
た
北
方
生
活
時
代
等

あ
う
こ
う
と
住
居
を
移
動
し
て
い
ま
す
。
両
宮

（兵
　
　
ガ
特
に
強
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
他
方
、
関
西
、

庫
）
４
年
　
前
橋
（騨
馬
）
７
年
、
津
舎
一壼
）
３
年
、　
　
　
中
部
　
関
東
、
東
北
の
地
域
文
化
へ
発
想
　
考
え
万

枚
万
（大
阪
）ア
年
、
寝
屋
川
（大
阪
）
４
年
、
香
里
□
　
　
等
）
に
は
が
な
り
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
も
強
く

（
大
阪
）
４
年
　
吹
ヨ
（大
阪
）
２
年
　
恵
郎
（
堕
単
）８
　
　
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
実
質
な
文
化
を
全
部

年
、
岡
崎
（愛
知
）
１
年
　
横
浜
〈
神
奈
―――
〉
１
年
　
大
　
　
飲
ん
だ
よ
う
な
獅■
分
で
０
。
関
大
卒
業
時
は
大
阪
人

円
区
（東
京
）
４
年
、
古
川
（
宮
城
）
３
年
、
褐
浜

＾
神
　
　
を
自
負
し
て
い
た
私
で
す
●
、
今
は
ボ
ヘ
〓
ア
ン
的

奈
川
）
１
年
、
日
野

（東
京
Ｘ
Ｏ
年
と
１４
ケ
所
を
住
み
　
　
（放
浪
言
型
）日
本
人
が
実
像
で
す
。
●
か

」
の
４０
年

掲
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
地
域
ブ
ロ
ツ
ク
及
び
累
積
屈
　
　
と
い
う
も
の
が
ス
平
洋
関
西
　
東
北
ラ
イ
ン
地
帯
の

住
年
数
で
ま
と
め
る
と
　
関
西
２
年
　
中
都
”
年
　
　
　
夜
空
に
ス
ー
と
流
れ
た

一
条
の
流
れ
星
で
あ
っ
た
の

関
東
伯
年
　
東
北
３
こ
と
い
う
具
合
に
な
り
ま
す
。
　
　
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
よ
ぎ
り
ま
す
。
そ
し
て

と
こ
う
０
　
本
電
は
明
科
（長
野
）で
言
住
時
間
０
年
　
　
た
だ

一
つ
続
い
て
い
る
こ
Ｌ
は
、
ギ
９
１
と
の
梱
く

と
い
う
有
様
で
け
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
く
深
い
，
交
際
で
す
。
（
■
，
１
は
恣
人
で
あ
り
、

４０
ォ
と
ぃ
ぅ
区
切
り
で
首
を
振
り
返
る
こ
　
眼
前
　
　
よ
く
替
え
る
こ
と
多
じ
）

に
は
住
み
し
地
の
風
景
が
次
々
と
順
不
同
に
映
し
出
　
　
　
、
関
大
ギ
タ
ー
部
行
き
」
の
タ
イ
ム
マ
シ
ン
到
車
で

さ
れ
ま
す
。
心
の
奥
深
く
眠
る
珈
年
時
代
　
前
橋
の
　
　
あ
る
Ｏ
Ｂ
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
私
を
乗
せ
て
加
速

詩
情
　
ギ
タ
ー
に
皿
ガ
経
い
だ
学
生
時
代
　
大
阪
の
　
　
し
始
め
ま
し
た
。
「
さ
あ
練
習
だ
′
　
練
習
だ
″
」

０
こ
こ
こ
ス
Ｘ
Ｘ
Ｘ
×
六̈
Ｘ
Ｘ
ン
Ｘ
マ
貸
？
９
９
●
０
０
０
０
０
＾
Ｘ
Ｘ
文
×
ゝ
？
ゞ
０
＾
＾
Ｘ
バ
Ｘ
Ｘ
ン
Ｘ
×
Ｘ
メ
×
Ｘ
」ａ
さ
０
こ
ス
ｘ
×
六
Ｘ
×
狭
Ｘ

宝
ス
Ｆ夕`ラサグ

風

崖
ンイ

酒

ベス

居

0ギ ター音楽のL

〒F:0大販市it E神躙 ら 11日宝束阪,レ,●―●●
'F,

な(06)314-1267

「場iま品 g譲じ
`ミ
ニコンサート

/6 有本 ちよ(C):1/4 岡畑奈央子(C)

/7 山綺 11雄 iC, 1/`J 山田 直傲 0,
1/0 浜田  ・・(0, い/2 岡田小津恵(C)

月|～●INギター弾き語リ          クラッンクギター

なかの かつき         日 猪居 信之

貸切レンタルスナック | ・7全  ′
|―ラィーなこにこうそ′

く多ンH7 あヽりし 雷轟品曾■興 フを

祝
・Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト

ス
ベ
イ
ン
風
居
酒
屋
「ク
ラ
ナ
ダ
」

中
野
　
勝
城

一Ｔ
帥

大
腹
布
北
区
神
山
町
８
１
“

ｅ^
筆
東
阪
患
レ
ジ
ャ
ー
ビ
ル
４
ｒ
）

■
Ｅ
Ｌ

０^
６
）３
１
４
１
１
２
６
７

《広告薔集′》
あなたの会社 お店などのP

Rに広告口をこ利用下さい。

サイズ 料金は次の通りです。
(約500都 発行します。)

1段全面    0・ 000円

1臓!/2     5,000円
(右 グラナダさんのサイズです)

1厳1/4     3,000円

0その地 こ相談承ります。

洋錮は■集姜賑 まで



号第

平成4年度 主な年間行事
2月B日 さよならコンサート

違い出しコンパ

3月7-0日  強化線ロ

3月12～,日 を合宿(′ヽチ高原 つるや)

3月27日 tt命麟大学との交軟演姜会(立命田大学 以学日)

4月,1曰 新入生欽迎澳姜会(慟大特別腑堂)

4月25 20日 新入生歌迎オリエンテーション

(羽衣薔少年センター)

5月22日 第25回独菫賽濱賽会(吹日市文化会館メイシアター)

6月25日 第29回定期合同演瓢 ■中アクア木―ル)

7月4日 前期総会

9月4～ 9曰 強化鰊ロ

9月11-13日 夏合宿(′ヽチ高原 ロッチ日の出)

10月24 25日 強化合宿

11月6日  第 30回 定 期 濱 奥 会 (吹田市文化会館メイシアター)

第30回定期演奏会のお知らせ
平成4年 1月6口壼 午衡 130分吹田市文化会館メイシアター大ホール

●2 3回 生小合姜     レスピーギ/リ ュートのための古屋な養曲

とアリア 第2旧由より

関西大撃ギタークラブOB会 「あるぺじお」

●クラシック独奏              ボンセ/組曲二短調より

ブレリュート サラバンド ガボット ジーグ

(6)

〓
担
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
第
３‐
期
（３
回
生
）
　
　
　
　
兼
松
　
利
之

今
春
の
新
入
部
員
の
異
変
Ｐ
と
も
い
う
べ
き
急
増
で
数
の
上
で
は
ん
名
を

超
え
て
、
幹
部

一
同
そ
の
対
応
に
て
ん
や
わ
ん
や
の
状
態
で
す
。
今
日
で
中

日
を
迎
え
た
夏
合
宿
も
往
復
に
２
台
の
パ
ス
を
使
い
　
施
設
の
関
係
で
長
年

通
い
横
れ
た
　
信
州
野
田
屋
さ
ん
ガ
ら
場
所
を
ハ
チ
高
原
Ｅ
８
し
、
部
員

一

同
は
り
き
っ
て
（中
日
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
）
０
こ
し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
３０
回
日
の
定
演
と
も
あ
っ
て
、
は
り
き
っ
て
あ
り
ま
す
が

現
実
は
な
か
な
か
厳
し
く
即
枚
を
超
え
る
大
合
羮
の
ス
コ
ア
と
連
□
に
ら
め

っ
こ
し
て
い
ま
す
。
で
も
な
ん
と
が
「
月
０^
日
の
日
の
目
を
見
よ
う
と
深
夜

練
、
時
間
外
練
雪
に
あ
け
く
れ
る
皆
の
姿
を
み
て
は
、
そ
れ
に
負
け
ま
い
と

恵
地
を
は
っ
て
ガ
ん
ば
う
ス
テ
責
の
姿
に
「^
フ
年
も
定
演
を
成
功
さ
せ
る
ソ
」

と
意
気
込
む
私
連
で
，
が
、
Ｏ
Ｂ
　
Ｏ
Ｃ
の
皆
様
も
「
月
６
日
は
、
こ
ん
な

私
達
に
盛
大
な
拍
チ
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
よ
う
あ
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
３０
回
定
演
、ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

ブレリアス0フ ラメンコ勁奥

CCOCCoぐ ooγ )● ひゝ)● )●)●メ)00メ ンЭO)● 300● ●メンタ)00枠 0み 0メタЭOい 00C00000み )● )●ゝЭ000∞ OoO)夕 o)0

フリート ロトリグス/マ ル イ シエロ

オズバルト ファーレス/キ サス キサス

ジフシー キングス/バ ンボ レオ
――  ― ― ― ―   。4回 生小合姜              ′ヽルトーク/"縮 釉 より

●クラシック2重 姜

田□舞曲 パリの鐘 ベルガマスク露由

バッ′ヽ/イ ギリス組むより

クーラント アルマント アレグロ

モイセス シモンス/エ ル マニセロ

●フラメンコ重奏          フ アルーカ

マ ラゲーニャ イ フ アンタンゴ

。大合賽      メンテルスソーン/交 ■曲第 5番
.宗
教改革,よ つ

第 2 3 4楽 菫

シ

ヤ

コ
ン

ヌ
の
五
杢
■
仕
一い
一
善
型
地
に
つ
・　
岬
敵
口
起
ゆ
裁
ば
に
っ
楽
諧
を
手
に
入
れ
る
た
め
に

第
９
期
　
　
鳥
井
　
　
正
　
　
フ
ン
ド
レ
ス
　
セ
ゴ
ヴ
ィ
ア
の
演
奏
す
る
シ
ャ
コ

パ
ツ
ハ
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
　
余
り
に
も
有
名
な
無
伴
　
ン
ヌ
。
こ
の
至
高
の
楽
由
を
神
業
の
ご
と
く
弾
く
演

奏
ヴ
フ
イ
ス
リ
ン
　
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
。　
　
　
　
　
　
　
奏
に
酔
い
し
れ
　
感
動
し
た
も
の
で
す
。
ス
リ
ジ
ナ

も
う
”
年
も
音
の
話
で
す
。
こ
の
ギ
，
―
用
楽
語
　
ル
の
リ
フ
イ
´
リ
ン
の
演
奏
で
は
　
ヨ
ー
ゼ
フ
　
シ

（
セ
ゴ
ヴ
ィ
ア
編
由
）
を
め
く
っ
て
面
白
い
エ
ピ
ツ
ー
　
ケ
テ
ィ
の
魂
に
突
き
刺
き
る
よ
う
な
演
奏
。
最
近
で

ド
が
生
さ
れ
ま
し
た
。
サ
サ
ヤ
書
店

卜
，
も
当
時
の
　
は
、
佐
藤
豊
彦
ガ
奏
で
る
パ
ロ
ツ
ク
　
リ
ュ
ー
ト
に

ま
ま
あ
る
の
が
　
卒
業
以
来

一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
　
よ
る
シ
ャ
コ
ン
メ
に
心
奪
わ
れ
る
思
い
で
す
。
か
つ

な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
）
で
偶
然
に
も
　
彼
は
シ
　
て
間
い
た
こ
と
の
あ
る
演
桑
の
中
で
は
、
最
も
長
い

ョ
ツ
ト
版
の
こ
の
楽
譜
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
ち
よ
　
“
分
５２
秒
と
い
う
演
奏
時
間
は
、
経
ス
の
大
地
に
も

う
ど
竹
本
氏
と
つ
れ
だ
っ
て
来
て
い
た
彼
は
　
少
な
　
似
て
ゆ
っ
た
り
と
の
び
や
か
に
流
れ
て
行
き
ま
す
。

か
ら
ず
あ
つ
て
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
竹
本
氏
ガ
こ
の
　
日
常
の
事
柄
を
忘
れ
さ
せ
、
至
福
の
時
を
誘
う
音
楽

楽
譜
を
深
し
て
い
る
の
を
百
も
承
知
し
て
い
た
が
ら
　
に
目
を
傾
け
る
と
き
、
想
い
は
は
る
か
遠
い
音
晦
に

で
す
。
と
っ
さ
に
彼
は
ど
ん
な
行
動
を
取
っ
た
の
で
　
夢
を
た
ぎ
ら
せ
た
頃
に
運
っ
て
行
く
。

し
よ
う
か
。
ひ
そ
か
に
棚
の
片
隅
に
隠
し
た
の
で
す
。
　

あ
れ
か
ら
２０
年
の
成
月
ガ
流
れ
、
宝
物
の
よ
う
に

な
に
食
わ
ぬ
顔
で
書
店
を
後
に
し
た
彼
は
そ
の
こ
と
　
大
切
に
し
ま
っ
て
あ
い
た
貴
重
な
楽
譜
を
い
つ
し
か

を
竹
本
Ｒ
に
気
ず
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
　
ほ
っ
Ｌ
　
失
く
し
て
し
よ
い
ま
し
た
。

胸
を
な
で
あ
ろ
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
翌
　
　
ンヽ
ャ
コ
ン
ヌ
の
楽
譜
は
い
ま
何
処
に
？

０
マ
？
，
ｖ
，
９
，
マ
，
９
，
マ
ツ
マ
マ
，
マ
，
９
９
０
０
０
０
０
０
０
人×
×
×
Ｙ
マ
？
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
あ
あ
＾
Ｘ
）０
０
０
０
０
０
０

´嗣

働

″

コ

ン

ペ

却

潔

潮

〃

昭

か
ね
て
か
ら
懸
案
中
の
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
竹

目
１０
日
（火
）

園
部
０
，
ユ
肘
）
の
　
に
の
う
み
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
　
ひ
よ
し
３
１
ス
に
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

幹
事
役
の
８
期
松
本
さ
ん
と
４０
期
篠
田
さ
ん
の
も
と

鶴
名
ガ
参
加
し
ま
す
。
年
令
層
も
５
期
か
ら
２０
期
と

巾
も
広
い
が
、
こ
こ
は
ハ
イ
■
ン
グ
と
違
う
と
こ
う

年
な
ん
て
関
係
な
い
　
０
し
ろ
キ
ャ
リ
ア
の
多
い
高

令
者
の
方
が
「
利
か
も
。
第
１
□
目
か
ら
τ
吊
も
参

Ｔ
Ｏ
る
か
ら
と
い
っ
て
　
「
Ｏ
Ｂ
が
い
っ
ば
い
・な
ん

て
決
し
て
言
わ
な
い
よ
う
ｒ
。
ス
コ
ア
楽
し
み
に
し

て
ま
●
ソ
，
あ
問
い
合
わ
せ
は

８
期
　
松
本
卓
ニ

０
期
　
篠
田
年
晴

Ｏ
Ｂ
同
ふ
で
結
ば
れ
た
夫
婦
は
現
在
”
組
。

一▼
・
第
４
号
は
５
期
の
山
本
さ
ん
と
６
期
の
山
路

ｍ
価

さ
ん
こ
夫
ま
で
　
第
”
一号
は
今
年
６
局
ゴ
ー

巾【
九“〕ｍ２５２４剛̈
鍋同一いけ”『嗣詢蓄

り
　［口蜘̈
［和ない」］嘲̈
岬潮崚［́

｛黎
み黎』̈
｝］̈
いけみ馨副嘲脚諄』脚

“”
部』卸同脚耐“「わ期』“″哺耐はい

り

発
表
と
い
う
例
も
多
い
。
い
０
れ
に
せ
よ
ギ

しヽ
／

タ
ー
で
結
ば
れ
た
カ
ツ
プ
ル
、
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ

（び）”跡“、「動は回脚ｍ募臨”刺裁投『

―
に
育
児
に
ガ
ン
パ
ッ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

か
ん
ば
っ
て
ま
す
〃

関
固
大
学
暉
タ
ー
タ
ラ
ブ

0ア ンサンブル



関西大学キタークラブOB会 「あるぺじお」 第 7号

祝

ｏ
Ｏ
Ｂ
コ
じ
サ
ー
ト

拝
啓
　
部
卒
後

一
ｔ
〓
，
つ
　
，１‐
■
そ
ろ
子
ろ
い

０
さ
ん
Ｌ
しＴ
ぼ
●
る
年
代
ｒ
人
つ
っ
，
あ
り
ま
す
が

そ
れ
な
つ
に
有
さ
し
■
尼
り
　
酒
　
”
草
　
麻
雀

カ
ラ
■
＾
′
　
――
プ
，
コ
　
一コ
ーー，
ブ
　
剣
道
等
々
　
．

Ｌ
　
甲
Ｌ
こ
こ
●
■
，
い
の
な
，
．
生
来
の
我
慢

強
さ
●
ら
会
社
●

一
筋
　
，
〓
ヽ
今
え
ず
　
ヽ
手
な

コ
ル
フ
も
に
合
Ｆ
Ｌ
ぼ
〓
な
し
こ
居
ｎ
ま́
す
が
何
ガ

吻
ぜ
い
な
い
．

そ
ん
●
詩
、
Ｏ
Ｂ
会
コ
ン
サ
Ｉ
Ｌ
の
案
内
を
頂
き

一
■
Ｉ
●
煎
く
中
し
込
¨
ま

し
た
。

高
校
（
■
尾
）

，
学
´
し
，
間
み
っ
ち
り
弾
さ
‘

力
だ
ギ
，
―
を
取
り
出
し
　
い
●
薬
譜
を
前
ｒ
す
る

と
譜
面
が
丸
で
読
め
ず
、
お
も
動
か
す
　
と
い
う
と

う
子
供

（小
六
　
小
二
月
）
●
玩
異
Ｌ
な
，
ｔ
愛
器

を
横
自
で
賑
み
Ｆ
ら
、
こ
ん
な
筈
で
は
　
と
自
己
嫌

平
成
３
年
「
月
７
曰
（日
）、
第
３
□
目
の
■
４
含
同

つ
，
レ
ー
シ
コ
ン
が
う
な
０
■
た
。

場
所
■
「
内
長
野
■
の
関
コ
リ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ

ｔ
，
，
―
．
例
こ

・
、
っ
て
，
１１１１
者
　
教

こ
ち
に
■
明

●
●
ぎ
，
■
Ｌ
輸
仙
“
■
合
．
（
こ
　
計
が
来
る
の

や
ら
　
　
．
複
ュ
の
，
ル
ー
プ
が
待
ら
言
わ
せ
を
―ン

て
い
る
０
■
　
ど
の
，
■
１
，
●
■
●
０
３
会
な
の

な
？
こ
い
う
‐――，
配
Ъ
ご
無
用
．
Ｌ
Ｉ
●
　
●
竹
本
さ

ん
の
●
¨
Ｌ
　
］，
●
Ｏ
Ｂ
ｔ
Ｏ
ｒ
ツ
Ｌ
商
品
に
な
っ

て
■
う
。
し
，
ｔ
薇
●
頭
部
な
ら
放
ｔ
ｒｌ
る
レ
ー
ザ

ー
■
線
は

●
こ
■，
強
力
で
遠
〓
な
ら
で
も
Ｉ
ｎ
輝́
い

て
い
‘
■
●
つ
か
る
。　
Ｉ
■
は
そ
の
■
脱
ｒ
導
が
，

る
よ
う
に
■

り
‘
く
る
。
当
日
　
偶
然
に
も
同
じ
時

Ｆ
Ｃ
Ｏ
朝
の
川
●
さ
ん
が
会
社
の
慰
夕
会
，
来
て
い

●
０
　
彼

ｔ
現
ｔ
ｒ
言
い
た

こ
た
ん
　
■
の
光
線
に

哄
い
寄
せ
■
●
る

・
―
う
に
■
て
し
ま
っ
た
と
な
。

二ヽ
●

一
こ

　

‐〓
Ｆ
ｔ，
ス
′、
―
，
ｔ
〓
っ
た
●
ン
バ

悪
に
落
ち
入
る
羽
日
に
な
つ
　
ｉ
●
―
バ
ブ
ル
出
崚

後
の
不
況
の
た
　
士
苺

（営
■
職
）
上
Ｃ
ｎ
ｌ
レ
っ

シ
ヤ
ｌ
ｔ，
相
当
厳
し
ヽ
　
ア
フ
，
―
ノ
″
イ
ァ
″
墨

さ
ば
ら
ｔ′
Ｌ
費
や
し
　
，
「
帰
宅
●
Ｅ
●
　
家
族
●

彗
聟
を
買
い
乍
』
問
々
と
［
々
′
過
し
て
ｒ
り
●
Ｌ

た
が
、
風
の
便
り
，
諸
先
“
方
の
情
熱
を
開

ヽ
■
ル

び
　
よ
う
０
●
■
ズ
〓
　
‘、
シ
（■
タ
ー
部
円
語
？
）

台
風
じ
ゃ

‐

（ど
“
譜
，
映
さ
飛
ば
，
）

■
論
の
，

台
を
夢
見
■
ら
　
ボ
，
ボ
ツ
弦
の
価
´
落
″
―′
崎
め

て
い
る
，
】
比
の
ｎ
■
●
．

今
日
私
に
こ
の
様
な
■
況

（言
業
）
を
「

／
●
■

さ
，
ｔ
当
企
画
　
実
〓
・●
豪
の
方
々
の
正
気
の
■
ス

と
も
思
え
ぬ

矢^
ネ‐
‐
）
＾
断
に
頭
´
下
る
ヽ
１
′―′―
●

さ
乍
ら
　
営
，
万
と
の
再
会
Ｌ
「
ン
●
Ｉ
Ｌ
の
開
催

Ｌ

‐―，
を
中
ま
●
こ
あ
い
・ま
す
。

第
４
回
し
の
現
役
台
同
リ
ク
ー
・′―
シ
ョ
ン
を
を
記

の
通
り
ｉ
い
ま
り
．
参
加
き
は
Ｏ
Ｂ
Ｃ
限
り
ま
せ
ん
。

ご
，
肢
　
友
人
も
ご

一
格
に
事
し
い

一
日
を
通
し
ま

せ
ん
０
．
場
所
は
力
博
記
烹
公
園
．
計
綱
ぼ
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関西大学ギタークラブ0日会「あるぺじお」

〈14翔 野中けい子)

機関紙に対する

こ意見。こ要望は
～下

“

まであ気軽に～

●住所変更をされた方も

こ連格お待ちしております。

6期  上田 新平

9期  高本 健児

お便リコ‐ナロ
00B会 出欠ハガキに近況報告

いただきました。

高校生の息了ガ■ターを始めました.
(10" 中It=二 )

首様あ元気でしょうか。私は元気で0□ 仕事

に主婦にと頑張つています。珈―□近所の教

会へ行き 遊び感覚で英語を習つています。
(9期  襦丼■,)

もう関西を離れて20年になりき0.(体重63に
→85にン の転勤

“

or o4に大阪ヘイラけるよう

期待してあります。
(10期 彙 蔵■)

5イ の男の

`と

4イの支の子の2児 の日とな

り 0日 子供達に振り回されています。OB

演奏会は子供も適れて行けるので助力ります。

奏しみごしていきo。  (20" 大坪■彙)

J 牛ヽ、現在京都こていこッセンに勤務してあ
llます。子|パは2人  い,れ も女の子です。

1可年力前にスマにギターを手にしましたが、

もはや指も思う様に動かない有様。でも い

つかlllガ出来たら又 ,`戦 t て́みたいと思う

最近 妻がフルート教室に通い始め (吉階の

練習程度)た ので将来は重奏できれば と老

後のことを考えています。

(4" 人島 ■)

現在単身赴任中(東京)丸0年 ガ経涸しようと

仕事ガら、土曜 日曜 祝曰のあ体みはこり

難く、また 実家の大阪からIIれていること

もあつて なかなか行事には参加できそうに

ありません。コンサートで皆さん|こ会えるの

を楽しみにしています。 (28" 丼上祐子)

`0月

4日より86朦 支店転勤。単身赴[予 定。

4年 弱にて又ヽ神戸に帰つて来きす。
(3" ●口姜弘)

9月 の人事異動で東京本部勁めとなりました。

30数年間{=み慣rlた大阪を離れζ日日戸惑つ

昨年までは あ月見の頃になるとホコリをガ

ぶつたギターケースをとり出し ツルの 「月

光Jを 短時間練習し 家族こ罰いてもらつて

いたtJですが今年はその時間もなく あ月見

t過 ぎ去つてしまいました  シュン

来年はどうなるのなしら?

03" 杉野順子)

結婚2年 たつて子供ガ

`オ

こなりました。公

私ともににしい日々を送っている,日 この頃

松下電8BF Aソフトテクノロジーに,彗 入社

しましF_。工場用のソフトを中いこ制作する

会社で 回の知識もなく入つたもので,か ら

0ロ ガ勉強といつた感じで,.
(23" 三「 0)

'秋

はPTAソ フト ママさんソフトとハー

ドなスケジユールをこなしています。44月に

はマラツンに,`戦します。まだまだ元気いつ

ぱいにガんばつています。調弦だけはうまく

(24期 秋,壮 史 佳子)

(3期  高● 彎)

(18期 濱口 凛)

いきません。

しています。

ています。

しヽ.

(7" 奮円和夫)

〈6期 ■■秋子)

(16期 大,1浪人)

(5翔  須知佑囀)

です。

せて頂きます。

よ|。

ア月には、45期で中途運椰したギタリストの

福田違―君ガ来県じ 演奏会がありまt′た。

終演後 彗話しに花を咲かせ 飲み明しまし

た。楽しい一曰でした。 (14期 彙宅lE夫)

2年前に結婚をして 4年 前に支の子が生ま

れました。明子(モエコ)といいさす。今はチ

ココチョコ大変な時期です。結婚式にはクラ

フの同期の力にも出席していただきましたガ

そllからは何かとゴ9ゴ タして会う機会もあ

りませんでした。き様によろしくalrぇ下さ

い。    (22詢  薔口祐子く日性 .児=〉)

今年からlι+こ 入社じ 現在、村歌山に住ん

でいます。       (2,鋼  相井博之)

高校時代まで習つていたビフンを最近きたや

り始めました。そのうちギターもやり直そう

かと思つています。   (18錮  史日智子)

今棒 娘ガ西宮の反●医ヽ大(5院 )へ前職、

大阪ガ近くなり示した。機会があれば適格さ

娘たち〈6´  2イ )も大きくなり この春か

ら中学いの
'寺

殊学級rヘ ル′
' 
の職について

います。もつと近くに住ん0いなら などと

思い ,つ…関■弁●懐ガしい Cり。
(20" 小林白佳■)

月|」|.Ct′ぶし=。 今年は■学ヽのを目ど

午協の言H″ 1き 受■||く |′r■・ります。
(12期 川合僣子)

今年5月 よリフマ
'コ
ア撫 線を間局いたしま

し′た。 1 ル」C3ハ ′X今 後とtよ うt く́あ

n■ ぃt′
`●
.

(,4期 山口 勉)

4月 ■6蠣 しまt′F。

(22婦 下石

"明

)

昨年 通訳ガイド国家試験(ドイン語)こ合格

しました。 十事はまだしていませんガ遭 ―□

中のBの ケ テ インステイテュートに通つ

ています。英語のアルバイトは綺々やつてい

此頃です。 (14期 市場■4r)

(フ鶴 全薔忠■■)

田11こ来て
'く
も4年半ガだとうとt て́いよ

りが みだ10変わらげの大阪″です。せつ0

く円 |こ入たのだかられ中ガ警むの 1日番の

円」を読みたいと思いながらも まF・読んで

いません。それにt′てt,ここよ自然に目すね

■ツンタや層水る、『でてるパーベ■ 1-な

ど 今ごとでしかできなサヽことを楽 ンヽム,Cい

ゴルフ摯室に通いだして4年 少し。先生は

元「・・大ゴルフ部のキヤ,テ ンです。2ケ月F

4●●の割で ―泊で (もちろん■人と一暗

こ0)Jル フこ行かせてt.らつています。子

供連も留守番″出来る様こなり、げいぶん楽

になりました● スコアのらはなかなかです.

崚友会都畠支部の幹事もら受 ,多くの先菫万

とあつき合いさせてt,らつています。
(13" 大栞贅由に,

8月 下旬よりにしいこ□です。中国 四国

東lt 沖椰 また40月初つ|こは

'`洒
道の予定

です。Bus ne%で あり観光する時間がない

のガ残金です。北海道では先日 全e空 ′―

プンガl■われたオ戯 CC銅 厚コースでGofを

する予定です。最近ギターに触れることもな

く また関連の口を開くこともほとl.どあり

ません。体日はどちらかとぃうと動きまlnっ

ています。同期の自様によろしくあ伝え下さ

下の子

'4年

生に ちろムフい学校)こなつてだ

いぶ秦に
`つ
てきました。

手作り′

'ン

数室の講師をt て́いま|。

ます。

出玉で大阪へ行くこともにマあるので0が

海外出張も多く EE大 忙して,。 ギターは

まだちゃんと箱の中に入 つていま●ガ10年以

上ふれたことがありませlt。

(2翔  秀沢 治)

小生 只今中年太り進行中で

'ガ

 イい身共こ

元気です.体 重と,ル フのスコフを縮めるの

は今後の大きな閂題です。(9期  木●I充大)

水泳を始め 過4 2回 ¨営ブールに通つて

います。        (11翔  坂え修二)

40オも半ばに近づきますと 体調もあもわし

くありません。1士事もパブルの影響で大変な

時総ですが私t.頑張ってあります。
(9翔 松丼普大)


